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回
「
文
芸
思
潮
」
現
代
詩
賞

最
優
秀
賞
　

「
き
ん
じ
、
す
る
」

「
顔
認
証
訴
訟
」

「
飽
食
し
た
蜘
蛛
と
法
悦
」

　
　
　

ヨ
ク
ト
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

　

第
一
七
回
「
文
芸
思
潮
」
現
代
詩
賞
に
多
数
の
御
応
募
を
い
た
だ

き
ま
し
て
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま

で
二
九
九
名
の
方
か
ら
七
三
二
篇
の
作
品
を
ご
応
募
い
た
だ
き
、
充

実
し
た
コ
ン
テ
ス
ト
と
な
り
ま
し
た
。
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

五
月
末
に
集
ま
っ
た
応
募
作
の
中
か
ら
、
ま
ず
選
考
委
員
会
予
選

担
当
に
よ
っ
て
第
一
次
予
選
、
第
二
次
予
選
、
第
三
次
予
選
の
選
考

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
通
過
し
た
作
品
を
対
象
に
、
十
一

月
七
日
、
渡
辺
み
え
こ
、
五
十
嵐
勉
の
各
選
考
委
員
に
よ
り
、
最
終

選
考
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
以
下
の
通
り
決

定
し
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
に
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
号
に
は
最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、

奨
励
賞
作
品
も
、
次
号
以
降
で
き
る
だ
け
「
文
芸
思
潮
」
誌
上
に
掲

載
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　

授
賞
式
は
、
残
念
な
が
ら
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
流
行
の
影
響
に
よ
り
今

年
も
見
送
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
賞
状
・
賞
品
・
賞
金
な
ど
は
明
年

一
月
下
旬
ま
で
に
直
接
受
賞
者
に
発
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

第
一
八
回
「
文
芸
思
潮
」
現
代
詩
賞
は
、
明
年
も
同
じ
要
領
で
募

集
を
行
な
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
奮
っ
て
御
応
募
く
だ
さ
い
。　
　
　
　

　
　
「
文
芸
思
潮
」
現
代
詩
賞
選
考
委
員
会
／
文
芸
思
潮

「文芸思潮」現代詩賞発表

優
秀
賞

奨
励
賞

「
ワ
ラ
ベ
歌
」「
人
の
し
ま
つ
」

「
時
の
か
た
ま
り
」

　
　
中
原
賢
治
（
岐
阜
県
岐
阜
市
）

「
う
む
と
い
う
」「
昔
日
」

「
く
る
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
」

　
　
　
　
　
橘
い
ず
み
（
島
根
県
出
雲
市
）

「
終
」「
老
」「
死
」

　
　
麻
生
ゆ
り
（
愛
知
県
豊
明
市
）

「
オ
ア
シ
ス
」「
火
の
見
櫓
」「
ク
ロ
ー
ク
」

　
妻
咲
邦
香
（
長
野
県
北
安
曇
郡
）

「
死
の
匂
い
」「
虐
待
の
記
憶
」

佐
藤
　
裕
（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
）

「
入
出
力
波
形
観
測
結
果
」

加
藤
光
哉
（
北
海
道
苫
小
牧
市
）

「
観
念
豪
雨
警
報
」「
フ
ル
グ
レ
イ
ン
マ
ッ
シ
バ
ン
バ
ー
タ
死
神
」

「
純
情
キ
ラ
ー
サ
イ
コ
ビ
ッ
チ
」
岩
尾
宏
紀
（
福
岡
県
北
九
州
市
）

「
地
下
坑
道
」「
地
下
鉄
の
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
」「
氾
濫
の
後
」

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
昂
幸
（
東
京
都
世
田
谷
区
）

「
昇
天
」「
熟
れ
る
日
き
よ
ら
」「
風
の
惑
星
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
永
十
津
（
埼
玉
県
越
谷
市
）

「
美
し
く
青
く
」「
秋
風
」「
夏
の
夜
の
夢
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
橋
省
吾
（
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
）

「
ま
た
　
青
葉
若
葉
の
季
節
」「
残
り
火
が
唄
う
」

「
海
と
雨
の
間
で
」
　
　
　

遠
藤
芳
子
（
東
京
都
狛
江
市
）

「
雨
音
」「
枯
葉
」「
根
」

　
　
　
　
薬
師
丸
怜
央
（
茨
城
県
取
手
市
）

「
女
の
家
」「
田
園
」「
骨
の
魚
」

桐
ヶ
谷
忍
（
東
京
都
江
戸
川
区
）

「
砂
糖
を
ま
ぶ
し
な
が
ら
」「
殴
る
、蹴
る
の
暴
行
」

「
薬
玉
と
赤
飯
」　
　
　
　
　
　
　
　
野
葛
間
（
長
野
県
上
田
市
）

「
動
か
な
い
水
」「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
」「
い
の
り
」

 
 

　
　
　
　
　
　
　
中
村
郁
恵
（
北
海
道
札
幌
市
）

「
虹
彩
」「
極
彩
色
」

　
　
　
イ
ン
バ
（
奈
良
県
奈
良
市
）
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第17回「文芸思潮」
　　　　現代詩賞現代詩賞

　

第
一
七
回
文
芸
思
潮
現
代
詩
賞
の
応
募
作
品
は
、
様
々
の
個
性
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
形
式
の
中
で
の
詩
へ
の
情
熱
を
感
じ
た
。
エ
ッ

セ
イ
や
小
説
で
な
く
な
ぜ
詩
か
、
と
い
う
問
い
に
、
フ
ラ
ン
ス
二
〇

世
紀
前
半
の
詩
人
ポ
ー
ル
・
ヴ
ァ
レ
リ
ー
は
有
名
な
言
葉
を
残
し
て

い
る
。「
散
文
は
歩
行
、詩
は
舞
踏
」と
。
さ
ら
に
舞
踏
に
つ
い
て「
あ

ら
ゆ
る
酔
い
の
な
か
で
最
も
高
貴
な
酔
い
」
と
書
い
て
い
る
。
選
ば

れ
た
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
短
い
言
葉
の
中
に
身
体
的
リ
ズ
ム
や
拍
動
、

押
し
殺
し
た
叫
び
、
想
念
…
…
な
ど
が
包
含
さ
れ
、
詩
情
を
通
し
て

著
者
と
読
者
が
共
有
で
き
る
場
が
作
ら
れ
る
。

　

最
優
秀
賞
の
ヨ
ク
ト
は
、
現
在
ほ
と
ん
ど
世
界
中
の
人
々
が
見
舞

わ
れ
て
い
る
電
脳
空
間
に
生
き
る
〈
私
〉
の
緊
張
感
を
形
式
も
含
め

て
表
わ
し
、
ス
ピ
ー
ド
感
と
危
う
さ
が
、
そ
の
実
感
を
伝
え
て
い
る
。

　

近
代
詩
で
は
、
様
々
な
実
験
が
な
さ
れ
て
き
た
。
一
九
二
〇
年
代

の
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
は
過
去
の
規
範
に
反
抗
す
る
芸
術
表
現
と
し

て
、
未
来
派
、
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
的
な
ダ
ダ
、
表
現
派
、
視
覚
派
…
…

等
、
音
楽
、
美
術
、
舞
踏
、
演
劇
、
ま
た
書
道
、
華
道
な
ど
も
含
め

た
総
合
的
抵
抗
運
動
だ
っ
た
。
さ
ら
に
一
九
六
〇
年
代
に
は
、
視
覚

詩
、
音
響
詩
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
の
イ
ン
タ
ー
メ
デ
ィ
ア
ア
ー

ト
も
行
わ
れ
、
芸
術
に
よ
る
体
制
変
革
の
契
機
も
作
っ
た
。
前
衛
作

品
の
実
験
は
、
時
代
の
危
機
状
況
の
中
で
な
さ
れ
、
そ
れ
は
時
代
に

対
峙
し
な
が
ら
新
し
い
形
を
創
っ
て
い
き
、
そ
の
後
の
芸
術
形
式
も

変
え
て
い
っ
た
。
詩
は
言
語
芸
術
と
し
て
出
発
し
て
い
る
の
で
、
自

己
と
世
界
と
の
関
係
を
言
語
で
見
つ
め
て
深
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
に

よ
っ
て
そ
の
フ
ォ
ル
ム
が
作
り
だ
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
。

　

八
連
目
の
「
い
つ
へ
」
は
、
い
つ
と
い
う
指
示
代
名
詞
に
つ
な
が

る
言
葉
に
、
例
え
ば
、
や
っ
て
く
る
の
か
、
な
く
な
っ
た
の
か
…
…

な
ど
と
つ
な
が
る
言
葉
に
す
る
と
流
れ
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
。

　

優
秀
賞
の
妻
咲
邦
香
「
火
の
見
櫓
」
は
、
異
質
な
種
類
の
言
葉
の

結
合
が
、
そ
の
裏
に
隠
さ
れ
て
い
る
多
く
の
言
葉
も
含
ん
で
、
新
鮮

で
強
い
思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
最
終
連
の
イ
メ
ー
ジ
に
も
っ
て
い

く
に
は
前
の
連
に
伏
線
を
入
れ
る
と
ス
ム
ー
ズ
に
つ
な
が
る
。「
オ

ア
シ
ス
」
は
出
だ
し
が
甘
い
。「
ク
ロ
ー
ク
」
は
「
待
っ
て　

行
か

な
い
で
」
が
情
緒
的
、
生
ま
で
浮
い
て
し
ま
う
の
で
言
葉
の
流
れ
、

調
和
に
一
考
を
。

　

橘
い
ず
み
「
う
む
と
い
う
」
は
、
産
む
こ
と
、
産
ま
れ
る
こ
と
が

重
な
り
、身
体
経
験
の
人
知
を
超
え
た
事
柄
を
「
つ
ま
ら
な
さ
」、「
眩

し
い
」
な
ど
と
い
う
相
反
す
る
言
い
方
で
迫
ろ
う
と
し
て
い
る
。
こ

の
主
題
は
、
続
け
て
も
っ
と
書
け
る
の
で
は
な
い
か
。

　

麻
生
ゆ
り
「
終
」「
老
」「
死
」
は
、
書
き
た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん

　
詩
へ
の
情
熱

渡
辺
み
え
こ

選評選評

押
し
寄
せ
て
き
て
、
幾
重
に
も
屈
折
し
た
言
語
が
詰
ま
っ
て
い
る
。

そ
の
ぶ
つ
か
り
合
い
は
新
鮮
だ
が
、
一
行
の
飛
躍
が
多
す
ぎ
て
読
者

は
イ
メ
ー
ジ
を
掴
み
に
く
い
。
一
編
で
何
編
か
の
詩
が
で
き
る
と
思

う
。
も
う
少
し
緩
や
か
に
言
葉
を
運
ん
で
三
連
目
ほ
ど
で
イ
メ
ー
ジ

の
山
が
来
る
と
よ
い
。

　

中
原
賢
治
の
「
人
の
し
ま
つ
」
は
、
豊
か
な
感
情
移
入
で
「
あ
な

た
」の
経
験
に
寄
り
添
っ
て
、危
機
感
と
悲
し
み
が
迫
っ
て
く
る
。「
こ

の
子
の
命
あ
る
と
こ
ろ
ま
で
」
は
、
命
あ
る
限
り
と
い
う
意
味
が
も

う
少
し
簡
潔
に
伝
わ
る
言
葉
を
。「
ワ
ラ
ベ
歌
」
は
「
若
草
の
匂
い

が
す
る
黒
髪
の
」
と
い
う
よ
う
な
常
套
句
に
は
気
を
付
け
た
い
。

　

絵
画
で
は
長
い
間
石
膏
デ
ッ
サ
ン
の
基
本
訓
練
を
し
て
、
物
を
自

分
の
目
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
そ
の
観
察
描

写
を
超
え
て
創
作
し
て
い
く
。
そ
う
す
れ
ば
概
念
的
、
観
念
的
に
な

り
に
く
い
。
物
は
空
間
に
よ
っ
て
、
光
の
当
た
り
方
な
ど
が
変
化
す

る
。
そ
こ
に
い
る
そ
の
女
性
を
よ
く
見
れ
ば
、
も
っ
と
そ
の
人
だ
け

が
持
つ
「
髪
」
が
見
え
る
の
で
は
な
い
か
。

　

奨
励
賞
の
中
村
郁
恵
「
動
か
な
い
水
」
は
、
水
の
一
滴
を
よ
く
観

察
描
写
し
て
い
る
。
水
と
の
対
話
に
よ
っ
て
、
二
連
で
は
、
言
葉
に

表
出
し
き
れ
な
い
己
が
内
な
る
声
を
象
徴
し
て
巧
み
だ
。「
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
」
は
、
花
の
観
察
に
人
間
生
活
へ
の
比
喩
の
移
行
が
滑
ら
か

に
な
る
た
め
に
、
も
う
少
し
詩
行
が
必
要
だ
ろ
う
。「
長
さ
の
違
う

人
差
し
指
が
２
本
」
が
唐
突
で
イ
メ
ー
ジ
し
に
く
い
。

　

加
藤
光
哉
「
入
出
力
波
形
観
測
結
果
」
は
、
人
が
す
で
に
サ
イ
バ
ー
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
身
を
任
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
危
う
さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

十
九
世
紀
、
ゴ
シ
ッ
ク
小
説
に
、
自
分
が
生
み
出
し
た
も
の
が
自

分
を
破
壊
す
る
怪
物
だ
っ
た
と
い
う
物
語
が
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
人
メ

ア
リ
ー
・
シ
ェ
リ
ー
の
『
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
』
で
あ
る
。
も

う
後
戻
り
は
で
き
な
い
と
思
わ
れ
て
い
る
サ
イ
バ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

が
、
人
を
豊
か
に
す
る
も
の
か
、
破
壊
に
向
か
う
も
の
か
は
、
今
後

も
み
つ
め
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

　

松
本
昂
幸
「
地
下
坑
道
」
は
、
人
間
の
心
の
底
に
眠
る
暴
力
、
悪

へ
の
問
い
を
「
地
下
坑
道
」
の
描
写
か
ら
始
め
た
の
は
良
い
。

　

村
上
春
樹
の
『
ア
ン
ダ
―
グ
ラ
ウ
ン
ド
』
は
、
地
下
鉄
サ
リ
ン
事

件
で
の
、
被
害
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
元
に
な
っ
て
い
る
の
だ
が
、

東
京
の
地
下
、
人
間
の
深
層
意
識
の
暗
闇
（
村
上
の
言
葉
で
は
ヤ
ミ

ク
ロ
）
が
、
恐
ろ
し
い
ほ
ど
に
重
な
っ
た
悲
劇
で
あ
る
。

「
地
下
坑
道
」
で
は
、
一
連
か
ら
四
連
ま
で
の
坑
道
は
物
の
描
写
で
、

即ザ
ッ
ハ
リ
ッ
ヒ

物
的
で
良
い
。
そ
の
後
の
友
よ
、
以
下
五
連
か
ら
八
連
ま
で
は
、

説
明
的
で
人
道
主
義
の
類
型
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
、
個
人

的
体
験
を
書
く
な
ど
少
し
工
夫
が
ほ
し
い
。「
地
下
鉄
の
ヘ
ミ
ン
グ

ウ
ェ
イ
」
も
同
様
な
設
定
で
強
い
詩
行
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
ヘ
ミ

ン
グ
ウ
ェ
イ
に
強
く
寄
り
添
っ
て
い
る
が
、
自
分
の
経
験
と
し
て
書

い
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

　

佐
藤
裕
「
虐
待
の
記
憶
」
は
、
存
在
の
不
安
、
痛
み
が
様
々
の
具

体
的
な
形
で
表
わ
さ
れ
て
い
る
。
一
連
目
、
上
半
身
を
切
り
取
ら
れ

た
の
だ
が
、「
何
を
喪
失
し
た
の
だ
ろ
う
」
と
い
う
不
可
知
論
的
問

現代詩賞現代詩賞
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第17回「文芸思潮」
　　　　現代詩賞現代詩賞

渡辺みえこ
わたなべ　みえこ

日本女子大学、文教大学など元大学講
師。創作技法論（詩）、日本文学講読。
詩誌「いのちの籠」同人。日本現代詩
人会、日本詩人クラブ会員。
2009 第 59 回 H氏賞詩集賞選考委員。
2015 第 47 回横浜詩人会賞選考委員長。 
詩集 
『耳』 詩学社 1972。 『喉』 思潮社 1982。
『声のない部屋』 思潮社 2001。 『水の
家系』 南風プレス 2002。
『空の水没』 思潮社 2013（第十回日本
詩歌句大賞受賞）。 
文芸評論 『女のいない死の楽園―供犠
の身体三島由紀夫』 パンドラカンパニ
ー刊　現代書館発売 1997 （第一回女性
文化賞受賞） など多数。

い
は
い
い
。
五
連
目
の
「
深
い
深
い
」、「
遠
い
遠
い
」
の
繰
り
返
し

は
、
二
語
目
が
、
弱
く
な
る
の
で
違
う
言
葉
で
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

野
葛
間
「
砂
糖
を
ま
ぶ
し
な
が
ら
」
は
、
男
装
文
体
、
ブ
ラ
ッ
ク

ユ
ー
モ
ア
の
物
語
詩
と
し
て
現
実
感
が
あ
る
。
も
う
少
し
書
き
込
ん

で
長
編
の
物
語
詩
と
し
て
の
展
開
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　

遠
藤
芳
子
「
ま
た　

青
葉
若
葉
の
季
節
が
」
は
「
青
葉
若
葉
」
が

常
識
的
だ
が
、
そ
れ
を
打
ち
破
る
反
語
が
続
き
複
雑
さ
と
深
み
を

作
っ
て
い
る
。

　

薬
師
丸
怜
央
「
雨
音
」、「
枯
葉
」、「
根
」
は
、
ね
じ
れ
た
言
語
の

組
み
合
わ
せ
に
、
苦
悩
の
状
況
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
感
覚
的
言
語
が

豊
富
で
息
詰
ま
る
よ
う
な
展
開
で
読
者
を
引
っ
張
っ
て
い
く
。
救
い

が
見
え
る
箇
所
が
あ
っ
て
も
い
い
。

　

イ
ン
バ
「
極
彩
色
」
一
行
目
は
、
梶
井
基
次
郎
の
『
桜
の
樹
の
下

に
は
』
を
思
わ
せ
る
の
で
な
い
ほ
う
が
よ
い
。
二
連
目
の
外
界
描
写

か
ら
三
連
目
の
身
体
の
中
に
入
っ
て
い
く
転
換
は
良
い
。
四
連
目
の

「
空
虚
を
満
た
す
漆
喰
の
郷
愁
」
な
ど
は
観
念
的
な
比
喩
で
中
心
が

ぼ
け
て
し
ま
う
。「
虹
彩
」
は
、「
描
か
な
け
れ
ば　

描
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
追
い
詰
め
て
い
く
言
葉
の
堆
積

は
迫
力
が
あ
っ
て
よ
い
。
キ
リ
ス
ト
教
の
神
に

限
定
す
る
と
狭
く
な
る
の
で
、
一
般
的
な
信
仰

で
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。

　

一
橋
省
吾
の
「
美
し
く
青
く
」
と
い
う
言
葉

は
、
著
者
の
大
事
な
概
念
と
思
え
る
の
だ
が
、

「
絶
対
性
理
論
」
「
地
球
人
の
未
来
」
「
一
休
さ
ん
」 

 
竹
村　

啓

「
祝
魂
歌
」
「
０
点
回
帰
」

隅
田
聖
美

「
夜
に
埋
ま
る
」
「
雪2019

」
「
天
の
は
か
ら
い
」
渡
辺
八
畳

「
雀
」
「
悔
恨
」
「
大
学
教
授
」

森
部
英
生

「
も
が
き
な
が
ら
」

三
浦
恵
子

「
獣
と
花
」
「
三
月
十
一
日
」
「
羽
撃
く
」
小
山
桜
子

「
蝮
の
子
の
唄
」
「
花
い
ち
も
ん
め
」

姜　

龍
一

「
悦
び
」
「
お
ぼ
ろ
」
「
薪
」

佐
藤
幹
夫

「
白
骨
天
使
た
ち
」
「
モ
ノ
ク
ロ
よ
僕
の
掌
中
で
な
お
」

後
藤
敏
斤

「
真
昼
の
星
」
「64G

」
「
潮
の
礫
」

安
堂

「
銀
杏
」
「
悲
し
み
」
「
分
裂
思
考
」

山
下
一
歩

「
空
き
家
」
「
小
さ
な
エ
リ
―
」

「
化
け
物
共
の
夜
―
幻
覚
の
記
録
と
し
て
―
」
天
ケ
谷
麗

「
恍
惚
の
世
界
の
は
じ
ま
り
」
「
光
」
「
歯
車
」
め
ち
こ

「
無
仏
蟻
紀
行
」

久
利
潤
保

「
魔
女
の
エ
チ
ュ
ー
ド
」
「
ノ
ロ
ジ
カ
」
「
嘴
」
奥
間　

空

「
四
季
」
「
殻
」

山
口
た
お
ず

「
涙
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
」
「
夏
の
幻
」

「
透
明
感
を
大
切
に
」

て
づ
か
か
な
こ

「
永
遠
」
「
叢
書
」
「
解
放
」

東
風
佳
子

「
風
化
」
「
幽
し
合
わ
せ
」
「
深
閑
の
音
」

愛
羽　

文

「
温
度
」
「
海
」
「
き
れ
い
な
円
が
描
け
な
く
て
」
は
ん
の
よ
し
え

　
佳
作

「
象
と
少
年
」
「
わ
が
友
」 

 

吉
井　

裕

「
新
聞
配
達
員
」 

 

田
中
浩
司

「
黒
う
ろ
夢
」
「
バ
ス
」
「
晩
秋
五
色
」　

北
原　

満

「
母
の
握
り
飯
」
「
ふ
た
り
の
恋
路
」
「
出
会
と
別
れ
」

倉
沢
辰
子

「
あ
く
が
る
」
「
御
破
算
」
「
な
ま
ず
の
う
た
」
試
金

「
ア
ニ
ミ
ズ
ミ
ス
ト
の
妄
想
」
「
ラ
ハ
イ
ナ
ヌ
ー
ン
の
影
」

「
無
常
の
風
」

　

貝
塚
マ
ナ

「
ぬ
け
が
ら
」

　

八
番
目
の
兎

「
命
日
」
「
花
を
冷
凍
す
る
」
「
斜
陽
」
　

相
模　

透

「
矢
車
草
」 

 

池
山
弘
徳

「
南
洋
通
信
」
「
旅
立
っ
た
君
の
朝
」
「
隠
れ
ん
坊
」
上
木
戸
晃

「
優
し
い
手
」
「
野
の
小
道
」
「
か
け
だ
し
の
愛
」
正
木
ふ
ゆ
み

「
焼
却
炉
」
「
キ
イ
ロ
の
ボ
ー
ル
」
「
が
た
ん
、
ご
と
ん
」

　

す
み
れ

「
辛
夷
」

　

西
條
由
美
子

「
む
怒
」

　

七
羽
鳩
子

「
お
た
が
い
落
と
し
」
「
ヒ
ト
ラ
ハ
ヴ
ト
」

「
す
べ
て
を
ふ
く
ら
ま
せ
る
歓
喜
風
」 

 

横
山　

誠

「
白
昼
夢
」

　

田
村
全
子

「
悪
魔
」
「
彼
女
に
靴
を
」

　

橋
木
正
午

ナ
ル
シ
ズ
ム
的
陶
酔
を
含
ん
で
い
る
。
ポ
ー
ル
・
ヴ
ァ
レ
リ
ー
の「
舞

踏
」
の
「
酔
い
」
は
、
散
文
と
対
峙
さ
せ
て
い
る
が
、
身
体
訓
練
の

後
の
、
他
者
（
読
み
手
）
の
視
線
の
中
に
立
ち
、
他
者
を
も
酔
わ
せ

る
言
語
文
化
で
あ
ろ
う
。「
恨
ん
だ
り
し
て
も　

人
の
せ
い
に
は
し

な
い　

美
し
い
図
式
」
と
い
う
よ
う
な
言
い
方
は
、
率
直
だ
が
、
道

徳
的
説
教
に
陥
ら
な
い
よ
う
に
抑
え
て
、「
記
憶
の
骨
格
に
ち
ら
ば

る
脊
髄
が
／
窓
か
ら
わ
ず
か
に
溶
接
さ
れ
〜
」
な
ど
の
よ
う
に
比
喩

に
す
る
と
広
が
り
が
出
る
。「
し
ん
ぎ
ん
」「
せ
つ
な
」
な
ど
は
故
意

に
ひ
ら
が
な
に
し
て
強
調
し
て
い
る
の
だ
と
思
う
が
、
呻
吟
、
刹
那

な
ど
の
象
形
文
字
の
方
が
、
イ
メ
ー
ジ
が
湧
く
。
ひ
ら
が
な
は
音
声

の
短
歌
的
伝
統
が
強
い
が
、
現
代
詩
は
、
西
欧
近
代
思
想
の
影
響
が

あ
り
、
明
治
期
に
西
欧
文
化
概
念
を
漢
字
で
翻
訳
し
た
多
く
の
熟
語

は
、
簡
潔
に
思
想
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

選評選評現代詩賞現代詩賞
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「
見
え
な
い
笑
い
」
「
夜
の
楽
園
」
「
対
岸
の
世
界
」
富
田
実
加
子

「
虫
」

新
里　

輪

「
異
臭
の
こ
と
な
ど
」
「
西
南
の
眺
め
」

「
王
の
墓
に
入
れ
る
も
の
」

陸
離

「
八
月
」
「
あ
め
あ
が
り
」
「
月
」

悪
客
し
り

「
哀
願
」
「
春
―
ダ
ン
ス
」
「
司
祭
の
告
解
」
藤
野　

行

「
叫
び
」
「
夕
刻
」

高
橋
蒼
太
郎

「
倒
れ
ゆ
く
馬
を
み
た
」
「
い
つ
か
ま
た
ふ
り
そ
そ
ぐ
イ
ヌ
た
ち
へ
」

「
追
憶
を
燃
や
し
舟
を
流
す
夜
に
」

帆
場
蔵
人

「
腐
れ
縁
」
「
独
立
・
触
れ
な
い
で
」
「
結
合
」
河
合
麻
衣

「
螺
旋
」
「
渇
き
」

十
路
田
道
広

「
ニ
セ
モ
ノ
」
「
ぼ
ろ
ボ
ロ
」
「
凍
え
る
焔
」
絹
本
ゆ
い
子

「
風
と
雲
と
会
う
」
「
慈
悲
」

「
た
て
ま
え
・
う
し
ろ
だ
て
・
洞
ケ
峠
」

松
藤
智
会

「
川
本　

舞
」
「
百
合
が
枯
れ
る
」

「
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
」

睡
眠

「
海
」
「
ヒ
マ
ワ
リ
」
「
憂
い
の
春
」

義
若
ユ
ウ
ス
ケ

「
十
月
」
「
空
腹
」
「
掌
」

五
十
月
彩

「
ト
ビ
ア
ス
」
「
撃
つ
」
「
犬
」 

nostalghia 

「
夢
幻
の
世
界
」
「
垂
れ
る
グ
ラ
ス
」

「
小
石
を
持
っ
た
少
年
」

赤
津
将
大

「Y
okoham

a Sight

」
「Stardust of Y

okoham
a

」

「Breakfast w
ith the Slug R

eversed

」

「Stardust of Y
okoh

「B
reakfast w

ith the Slug R
eversed

」

鳥
ノ
海
開

「
血
を
流
す
馬
」
「
湖
と
旅
人
」
「
草
叢
の
ド
ク
ダ
ミ
」

浅
見
龍
之
介

「
月
光
」
「
春
風
」
「
神
秘
」

早
見　

玲

「
郵
便
」
「
夕
暮
れ
の
波
間
」
「
秋
Ⅱ
」

舟
橋
令
偉

「
僕
ら
が
射
こ
ろ
し
た
猪
は
」
「
後
悔
の
舟
」

「
地
の
果
て
ま
で
地
割
れ
が
、
あ
る
い
は
群
体
／
軍
隊
と
し
て
の
手
振
り
が
」

渡
部
榮
太

「
こ
の
ノ
ー
ト
」
「
花
明
か
り
、
春
風
」
「
彩
り
」
横
須
賀
聖
太

「
あ
る
て
ぃ
め
っ
と
ど
く
に
ん
じ
ん
」

「
ホ
ー
ム
」
「
イ
の
有
様
」

あ
ぜ

「
保
健
室
難
民
十
七
歳
」

雪
飴
さ
き
こ

「
漆
黒
の
天
空
」
「
野
う
さ
ぎ
よ
」

井
上
遠
遊

「
聖
観
音
―
薬
師
寺
」
「
十
二
神
将
―
新
薬
師
寺
」 

 

清
水
一
美

「
敬
老
会
」
「
レ
モ
ン1/2

」
「W

inter N
ight

」
半
田
一
緒

「
膚
虜
」
「
湖
畔
に
て
」

野
﨑
眞
由

「
ウ
ィ
ア
ー
ド
ラ
ン
ド
の
詩
」
「
Ｄ
と
Ｒ
の
会
話
」

「
シ
ョ
ー
ト
ケ
ー
キ
模
様
の
」

こ
の
み
の
こ

「
暮
方
群
小
」
「
夏
ひ
と
日
」
「
烏
合
」

葦
刈
柑
芍

　
佳
作

　

今
回
の
現
代
詩
賞
の
ト
ッ
プ
グ
ル
ー
プ
は
半
分
が
ニ
ュ
ー
フ
ェ
イ

ス
で
あ
り
、
半
分
が
ベ
テ
ラ
ン
組
で
、
い
い
取
り
合
わ
せ
に
な
っ
た
。

新
鮮
な
顔
と
実
力
グ
ル
ー
プ
の
両
方
が
調
和
し
て
、
全
体
の
色
彩
バ

ラ
ン
ス
が
整
っ
た
。

　

特
に
最
優
秀
賞
は
、
内
容
も
形
も
挑
戦
的
で
、
現
代
詩
賞
に
ふ
さ

わ
し
い
野
心
作
と
な
っ
た
。
ヨ
ク
ト
氏
の
「
き
ん
じ
、
す
る
」「
顔

認
証
訴
訟
」「
飽
食
し
た
蜘
蛛
と
法
悦
」
は
、
電
脳
時
代
で
な
け
れ

ば
生
ま
れ
て
こ
な
い
意
欲
的
な
作
品
で
あ
る
。
昨
年
の
柏
原
宥
氏

の
「
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
」
の
詩
は
、
現
代
の

危
う
さ
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
内
部
の
不
協
和
音
と
不
安
か
ら
告
発
し

た
が
、
今
年
の
ヨ
ク
ト
氏
の
詩
は
、
そ
れ
と
は
対
照
的
に
統
計
や
グ

ラ
フ
や
解
析
の
外
部
の
歪い

び
つさ
か
ら
告
発
し
て
い
る
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
内
部
か
ら
覚
え
る
危
機
は
、
不
安
だ
け
が
吹
き
起
こ
る
が
、
こ
の

外
部
の
歪
み
か
ら
覚
え
る
危
機
は
、
も
う
少
し
余
裕
が
あ
り
、
未
来

へ
の
希
望
も
舞
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
あ
る
の
は
む
し
ろ
数
字
化
の
危

機
と
い
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
ヨ
ク
ト
氏
は
数
字
で
は
な
い
何
か

を
し
っ
か
り
見
据
え
て
い
る
。「
平
均
へ
の
絶
え
ま
な
い
堕
落
」
と

い
う
表
現
に
そ
の
根
拠
が
は
っ
き
り
と
示
さ
れ
て
い
る
。「
近
似
さ

れ
る
ま
え
の
／
生
々
し
い
あ
の
こ
え
は
ど
こ
へ
」
と
い
う
言
葉
に
も
、

新
鮮
な
顔
と
ベ
テ
ラ
ン
と

　
五
十
嵐
勉

信
頼
を
呼
び
戻
そ
う
と
す
る
衝
動
が
あ
る
。
た
だ
、
歌
い
舞
っ
て
い

る
そ
れ
は
、
果
た
し
て
真
の
懐
疑
と
告
発
に
繋
が
っ
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
、
浅
い
と
こ
ろ
で
留
ま
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
危
惧

は
湧
く
。
微
妙
に
切
っ
先
の
浅
さ
も
感
じ
る
。
今
後
ど
の
よ
う
に
発

展
し
て
い
く
か
、
期
待
を
込
め
て
の
最
優
秀
賞
で
あ
る
。

　

優
秀
賞
は
今
回
四
人
で
、
ま
ず
ベ
テ
ラ
ン
組
か
ら
触
れ
て
い
こ
う
。

麻
生
ゆ
り
氏
は
連
続
七
回
の
奨
励
賞
受
賞
者
で
、
最
近
特
に
詩
想
に

深
ま
り
が
見
え
、
私
は
三
年
ほ
ど
前
か
ら
優
秀
賞
に
価
す
る
と
思
っ

て
い
た
が
、
も
う
一
人
の
選
考
委
員
の
認
識
が
低
く
、
不
運
が
続
い

て
い
た
。
今
回
は
さ
ら
に
、
内
容
も
深
ま
り
、
技
術
も
洗
練
さ
れ
て
、

豊
か
な
も
の
に
な
っ
た
。
実
力
を
発
揮
し
て
の
受
賞
で
あ
る
。
心
か

ら
祝
意
を
贈
り
た
い
。
た
だ
、
少
し
気
に
な
る
の
は
、「
終
」「
老
」

「
死
」
と
、
あ
の
世
へ
の
三
連
発
の
よ
う
な
タ
イ
ト
ル
の
並
べ
方
で
、

希
望
と
は
逆
の
方
向
へ
著
し
く
傾
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
だ

け
の
詩
を
作
る
の
な
ら
、
未
来
の
方
向
へ
も
力
強
く
踏
み
出
せ
る
は

ず
で
あ
る
。
次
回
は
そ
れ
を
期
待
し
た
い
。

　

中
原
賢
治
氏
も
応
募
歴
は
長
く
二
度
目
の
優
秀
賞
で
あ
る
。
こ
の

詩
の
言
葉
は
平
明
で
、
捏こ

ね
た
表
現
や
難
し
い
言
葉
遣
い
は
何
も
な

い
。
現
代
詩
の
手
法
と
は
む
し
ろ
か
け
離
れ
た
様
相
を
呈
し
て
い
る
。

し
か
し
、
今
回
は
そ
の
平
明
な
言
葉
の
中
に
、
深
く
迫
る
思
い
が
あ

っ
た
。「
人
の
し
ま
つ
」
は
老
い
て
捨
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
者
へ

の
痛
切
な
哀
感
に
満
ち
て
い
る
。
万
難
を
乗
り
越
え
て
生
き
て
き
た

者
の
、
命
を
守
り
通
し
て
く
れ
た
者
の
、
そ
の
深
い
恩
の
海
を
も
捨

選評選評現代詩賞現代詩賞
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て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
訣
別
は
、
命
の
宿
命
と
し
て
胸
を
撃
っ
て
く

る
。
も
っ
と
完
成
度
を
高
め
れ
ば
、
さ
ら
に
す
ご
い
結
晶
と
な
っ
た

か
も
し
れ
な
い
と
い
う
希
望
を
伴
っ
て
の
受
賞
で
あ
る
。

　

ニ
ュ
ー
フ
ェ
イ
ス
の
一
人
は
橘
い
ず
み
氏
で
、
そ
れ
ほ
ど
難
し
い

言
葉
は
使
っ
て
い
な
い
の
だ
が
、
逆
に
そ
の
シ
ン
プ
ル
な
言
葉
遣
い

の
奥
に
、
ハ
ッ
と
す
る
よ
う
な
鮮
烈
な
煌
め
き
が
あ
る
。
こ
の
白
色

の
閃
光
的
表
現
が
、
夜
明
け
の
清
潔
な
白
さ
の
よ
う
に
世
界
を
広
げ

て
見
せ
る
と
こ
ろ
が
斬
新
で
あ
る
。
こ
う
い
う
妙
味
は
、
造
っ
て
な

か
な
か
出
せ
る
も
の
で
は
な
く
、
本
来
の
白
い
性
向
を
元
に
し
て
こ

そ
生
み
出
さ
れ
る
も
の
だ
ろ
う
。
こ
の
持
ち
味
を
大
事
に
し
て
ほ
し

い
。
変
に
技
巧
を
得
よ
う
と
す
る
と
逆
に
消
え
て
し
ま
う
、
純
潔
の

色
が
あ
る
。

　

対
照
的
な
ニ
ュ
ー
フ
ェ
イ
ス
が
妻
咲
邦
香
氏
で
あ
る
。
言
葉
と
イ

メ
ー
ジ
の
繋
が
り
を
飛
躍
さ
せ
、
投
擲
の
距
離
を
延
ば
す
こ
と
に
よ

っ
て
詩
を
膨
ら
ま
せ
る
志
向
は
、
鍛
え
ら
れ
た
か
な
り
高
い
技
巧
を

見
せ
て
い
る
。
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
さ
を
む
し
ろ
跳
躍
力
に
す
る
そ
の
造

形
は
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
構
成
美
を
重
ね
て
い
く
。
そ
れ
は
色
彩
キ
ュ

ー
ビ
ッ
ク
と
な
っ
て
、
確
か
に
屹
立
す
る
。
し
か
し
ど
こ
か
空
中
楼

閣
や
巨
大
な
ケ
ー
キ
の
よ
う
に
、
数
日
経
て
ば
消
え
て
し
ま
う
幻
想

の
弱
さ
を
帯
び
て
し
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
弱
い
表

現
が
蝶

ち
ょ
う
つ
が
い
番
の
接
続
部
分
を
虚
弱
に
し
て
い
る
。
そ
の
点
、
不
満
が

あ
り
、
も
っ
と
腰
を
据
え
た
建
築
の
強
固
さ
が
欲
し
い
し
、
詩
そ
の

も
の
へ
の
態
度
の
強
さ
が
欲
し
い
が
、
こ
れ
か
ら
ま
だ
伸
び
る
部
分

が
期
待
で
き
そ
う
な
の
で
、
そ
れ
に
賭
け
た
。
知
と
意
志
の
強
化
を

望
む
。

　

奨
励
賞
は
、
個
性
が
咲
き
乱
れ
て
い
る
観
が
あ
っ
て
、
こ
れ
も
一

つ
の
豊
饒
で
あ
る
。

　

桐
ヶ
谷
忍
氏
は
何
度
も
こ
の
奨
励
賞
を
取
っ
て
い
る
ベ
テ
ラ
ン
と

言
え
る
が
、
今
回
も
尖
鋭
な
発
想
で
圧
倒
さ
れ
る
個
性
を
感
じ
た
。

「
き
れ
い
な
人
形
の
生
首
が
咲
く
丘
で
」
と
い
う
出
だ
し
が
す
で
に

尋
常
で
は
な
い
。
こ
の
恐
怖
を
呼
ぶ
発
想
は
、
日
常
の
生
温
い
ヴ
ェ

ー
ル
を
引
き
剥
が
す
鋭
い
刃
を
備
え
て
い
る
。
切
れ
味
は
あ
ま
り
に

強
烈
で
、
す
べ
て
を
根
底
か
ら
覆
す
迫
力
を
持
っ
て
い
る
。
た
だ
、

こ
の
強
烈
さ
が
、
生
温
い
世
界
に
安
住
す
る
人
た
ち
に
拒
否
さ
れ
る

過
度
な
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。
桐
ヶ
谷
氏
は
明

ら
か
に
才
能
が
あ
る
が
、
こ
の
才
能
は
む
し
ろ
小
説
な
ど
散
文
の
世

界
の
方
が
生
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

一
橋
省
吾
氏
は
、
そ
の
詩
の
技
巧
を
外
界
へ
の
爆
発
と
し
て
最
高

度
に
放
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
技
巧
で
は
あ
る
が
、
内
部
に
爆
発
さ
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
然
的
な
マ
グ
マ
を
伴
っ
て
い
て
、
そ
の
力
は

破
壊
を
も
呼
び
か
ね
な
い
痛
切
な
表
現
力
と
な
っ
て
、
夜
空
の
壮
麗

な
花
火
の
よ
う
に
散
開
し
て
い
る
。
私
は
こ
れ
を
評
価
す
る
。
詩
と

は
こ
う
い
う
も
の
で
あ
っ
て
い
い
。
叫
ぶ
べ
き
も
の
が
あ
る
。
と
こ

ろ
ど
こ
ろ
月
並
み
な
表
現
も
混
じ
っ
て
い
る
が
、
何
よ
り
も
放
つ
べ

き
内
質
の
マ
グ
マ
を
持
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
爆
発
さ
せ
て
欲
し
い
。

こ
の
一
橋
省
吾
氏
の
詩
は
、
私
は
優
秀
賞
で
も
い
い
と
思
っ
た
。

「Forever

」
「
花
束
」
「
あ
の
子
」

有
澤
か
お
り

「
命
の
河
」
「PLEY

 BA
CK

（
ち
ょ
っ
と
違
う
人
生
）
」

「
生
ま
れ
て
か
ら
」

諸
井
博
行

「
心
の
足
跡
」
「
花
の
は
な
し
」

宇
川
マ
ル

「
正
し
い
こ
と
は
」
「w

alk to sm
ile

」
「natural sky

」

R
osy

「
私
に
く
れ
」
「
セ
ン
ト
・
エ
ル
モ
の
火
」
「
モ
ド
キ
」
飯
干
猟
作

「
足
音
」
「
今
」

は
し
の
ぶ
し
げ

「
嫉
妬
の
灰
色
の
炎
」
「
ダ
マ
ス
ク
ロ
ー
ズ
の
朝
露
に
濡
れ
て
」

三
日
月
李
衣

「
空
色
茸
」
「36.5

℃
」

谷
町
蛞
蝓

「
風
が
辿
り
着
く
場
所
」
「
海
辺
」

安
田　

覚

「
寵
愛
」
「
よ
こ
た
わ
る
記
憶
」
「
風
鈴
」

惟
村
来
帆

「
青
い
歯
車
」

羽
鳥
結
人

「
猫
」
「
朝
」
「
死
神
」

水
沢
朱
実

「
煌
め
く
闇
」
「
旱
」

八
潮　

夏

「
聖
ヌ
ヌ
ギ
」
「
暦
」
「
ス
ト
ー
カ
ー
」

上
下

「
大
群
の
鳥
」
「
朝
早
い
電
話
」
「
感
覚
の
方
向
」
横
井
純
子

「
デ
パ
ー
ト
が
あ
っ
た
風
景
」
「
大
豆
か
ら
」
「
双
葉
」
村
上
文
緒

「
忘
却
」
「
愛
」
「
本
当
の
居
場
所
」

内
山
健
太

「
あ
れ
よ
あ
れ
よ
」
「
お
口
の
中
」

當
島
伊
織

「
サ
ン
セ
ッ
ト　

イ
ン　

ア
フ
リ
カ
」
「
深
い
霧
の
中
か
ら
」

「
ニ
ャ
ン
ジ
ャ
族
の
女
た
ち
」

松
原
泰
子

「
杭
を
打
つ
」

静
川
雅
史

「
朗
読
の
た
め
の
朝
」
「
午
前
感
覚
」
「
幼
年
時
代
」
齋
藤
圭
介

「
藍
白
」
「
論
」

御
嵩
伊
蔵

「
キ
ャ
ン
デ
ィ
の
棒
に
眼
球
を
」

「
ポ
イ
捨
て
が
一
人
の
人
間
の
思
考
を
蝕
む
な
ら
、
そ
れ
は
大
罪
で
し
ょ
う
」

「
僕
は
舞
台
に
立
ち
た
い
ん
で
す
」

王
子
真
瞳

「
魂
と
重
量
」
「
水
を
通
過
し
て
」
「
北
へ
」
星
野
瑞
紀

「
ミ
メ
シ
ス
」
「
春
の
胎
児
」
「
洞
に
棲
む
ヒ
ト
」
七
ま
ど
か

「
硝
子
の
糸
」
「
叶
え
ら
れ
な
い
祈
り
」
「
焼
き
払
う
」
高
倉
麻
耶

「
黄
金
の
肉
、
銀
の
酒
」

実
川
阿
仁

「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
」
「
ガ
シ
ャ
ポ
ン
と
百
エ
ン
玉
」

「
消
し
ゴ
ム
社
会
」

小
堀
弘
樹

「
人
類
の
退
化
」
「
群
青
の
泡
」
「
こ
め
か
み
に
梅
の
花
を
」

星
埜
ま
ひ
ろ

「
お
前
が
欲
し
い
」
「
魔
王
よ
」
「
恋
人
の
眸
」
原
氷

「
愛
の
名
前
」
「
お
菓
子
く
な
き
ゃ
」
「
神
社
」
無
鳴
ク
モ

「
基
礎
力
」
「
普
遍
」
「
出
発
点
」

全
体
俯
瞰

「
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
」

内
山
ヒ
ロ
ユ
キ

「
躁
鬱
ダ
イ
ナ
ソ
ー
」

園
ヒ
ビ
カ

「
た
ね
ま
き
」
「
さ
や
え
ん
ど
う
」
「
あ
べ
っ
く
さ
や
え
ん
ど
う
」

い
ま
だ
ま
り
こ

「
癖
」
「
青
春
奉
唱
」

石
川　

新

「
デ
リ
リ
ウ
ム
」「
繋
い
だ
星
座
は
綻
び
、
微
塵
に
砕
か
れ
海
に
還
る
」

「
器
か
ら
零
れ
る
ほ
ど
の
塵
と
屑
を
星
に
変
え
た
の
ち
、
ひ
と
つ
ず
つ
繋
い
で
は
解
い
て
を
繰
り
返
し
君
へ
捧
ぐ
」

か
ね
し
ろ
茉
衣
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福
永
十
津
氏
は
言
葉
の
構
築
は
ハ
ー
ド
で
い
い
し
、「
風
の
惑
星
」

な
ど
、
漸
増
の
映
像
美
を
利
用
し
て
の
表
現
も
効
果
を
発
し
て
い
て

い
い
。
た
だ
、
言
葉
の
流
れ
が
、
ギ
ク
シ
ャ
ク
し
て
い
て
、
感
情
の

流
れ
を
や
や
阻
害
し
て
い
る
。
名
詞
止
め
の
多
用
に
起
因
し
て
い
る

面
も
あ
る
が
、
流
れ
そ
の
も
の
を
あ
ま
り
意
識
し
て
い
な
い
と
こ
ろ

に
も
原
因
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
こ
れ
を
乗
り
越
え
て
音
も
詩
想

も
流
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
大
き
な
飛
躍
が
期
待
で
き
そ
う
で
あ
る
。

　

野
葛
間
氏
は
、
変
わ
っ
た
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
古
風
な
趣
を
感
じ
さ
せ

る
が
、
詩
の
内
容
は
強
烈
で
、
こ
の
よ
う
な
冷
笑
的
な
眼
差
し
を
込

め
る
表
現
は
一
体
何
な
の
か
、
興
味
を
そ
そ
ら
れ
る
。
詩
に
恨
み
や

復
讐
を
込
め
て
い
る
か
と
思
う
ほ
ど
の
烈
し
さ
で
、
こ
ち
ら
に
も
グ

サ
グ
サ
突
き
刺
さ
っ
て
く
る
だ
け
に
、
呪
い
人
形
の
よ
う
な
世
界
さ

え
感
じ
る
。
し
か
し
そ
れ
に
よ
っ
て
響
い
て
く
る
も
の
は
確
か
に
響

い
て
く
る
の
で
、
詩
と
し
て
の
曲
は
伝
わ
っ
て
く
る
。「
殴
る
、
蹴

る
の
暴
行
」
な
ど
と
い
う
タ
イ
ト
ル
は
数
千
の
詩
を
読
ん
で
き
た
私

も
初
め
て
で
、
こ
れ
だ
け
で
も
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
。
こ
の
衝
撃
性

は
、
桐
ヶ
谷
氏
と
同
じ
よ
う
に
、
一
度
は
散
文
の
表
現
に
よ
っ
て
も

っ
と
広
が
り
と
構
築
性
を
持
ち
そ
う
で
は
あ
る
。
噴
出
す
る
べ
き
内

部
の
火
山
の
胎
動
は
感
じ
る
。

　

薬
師
丸
怜
央
氏
は
、
今
回
は
奨
励
賞
に
甘
ん
じ
た
。
ス
ケ
ー
ル
が

や
や
縮
ん
で
い
る
の
と
、
ぬ
る
い
表
現
が
目
立
つ
の
と
で
、
評
価
を

下
げ
た
。「
雨
音
」
は
よ
く
書
け
て
い
る
も
の
の
、
こ
こ
と
い
う
と

こ
ろ
の
盛
り
上
が
り
が
欠
け
、
や
や
閉
じ
こ
も
り
気
味
に
な
っ
て
い

る
。
大
胆
で
広
壮
な
展
開
が
欲
し
い
。

　

佐
藤
裕
氏
の
詩
は
「
飛
び
跳
ね
る　

胴
体
の
な
い
獣
」
や
「
上
半

身
を
切
り
取
ら
れ
／
足
だ
け
で
歩
く
女
が
い
る
」
な
ど
強
烈
な
イ
メ

ー
ジ
を
出
し
て
く
る
激
し
さ
は
い
い
が
、
そ
れ
が
収
束
地
点
で
や
や

失
墜
気
味
に
な
る
弱
さ
が
あ
る
。
こ
れ
を
ど
う
盛
り
上
げ
て
全
体
の

昂
揚
に
結
び
付
け
て
い
く
か
が
課
題
と
な
る
。

　

遠
藤
芳
子
は
今
回
も
愛
息
の
死
を
モ
チ
ー
フ
に
高
ら
か
な
永
訣
を

歌
い
あ
げ
て
い
る
。「
ま
た　

青
葉
若
葉
の
季
節
が
」
と
い
う
タ
イ

ト
ル
は
、「
青
葉
若
葉
」
が
重
複
気
味
で
あ
る
た
め
、
結
晶
感
が
ぬ

る
い
が
、「
緑
に
染
ま
っ
た
光
に
き
み
を
感
じ
る
」
と
い
う
自
然
へ

の
命
の
溶
け
込
み
は
共
感
と
し
て
普
遍
性
が
あ
る
。

「
入
出
力
波
形
観
測
結
果
」
の
加
藤
光
哉
氏
に
は
、
原
稿
用
紙
一
七

枚
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
と
い
い
、
そ
の
表
現
の
形
と
い
い
、
野
心
を
感
じ

る
。
そ
の
挑
戦
は
い
い
。
こ
の
よ
う
に
し
て
若
さ
を
ぶ
つ
け
る
姿
勢

は
評
価
す
る
。
し
か
し
出
だ
し
が
安
易
だ
っ
た
り
、
途
中
に
宮
沢
賢

治
の
詩
を
挿
入
し
た
り
す
る
の
は
、
味
消
し
で
、
せ
っ
か
く
の
挑
戦

が
損
な
わ
れ
る
。
ま
た
理
科
系
の
言
葉
で
閉
じ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

り
、
機
械
の
世
界
か
ら
外
へ
出
て
行
か
な
い
堂
々
巡
り
の
部
分
も
散

見
す
る
。
こ
れ
も
怒
り
や
疑
問
を
感
情
に
乗
せ
て
爆
発
さ
せ
る
思
い

と
し
て
の
流
れ
が
必
要
だ
ろ
う
。

「
地
下
鉄
の
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
」
を
書
い
た
松
本
昂
幸
氏
は
、
革
命

や
政
変
の
匂
い
を
充
満
さ
せ
て
歴
史
を
含
む
劇
性
が
あ
る
が
、
タ
イ

ト
ル
に
「
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
」
を
持
っ
て
き
た
の
は
、
寄
り
か
か
り

が
見
ら
れ
て
、
い
た
だ
け
な
い
。
こ
の
歴
史
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
持

ち
味
に
は
違
い
な
い
も
の
の
、
詩
と
し
て
の
自
我
の
爆
発
を
ど
の
よ

う
に
入
れ
込
み
、
ど
の
よ
う
に
融
合
さ
せ
る
か
は
、
ま
だ
完
成
の
域

に
は
達
し
て
い
な
い
。
経
験
し
て
き
た
も
の
は
確
か
に
あ
り
そ
う
な

の
で
、
大
風
呂
敷
を
広
げ
る
方
向
で
は
な
く
、
微
分
の
中
に
結
晶
の

煌
め
き
を
敷
衍
す
る
方
向
を
目
指
し
て
ほ
し
い
。

　

お
馴
染
み
に
な
っ
た
中
村
郁
恵
氏
の
詩
は
、今
回「
動
か
な
い
水
」

な
ど
着
眼
の
目
新
し
さ
だ
け
で
は
な
く
、
透
明
感
を
擬
人
化
し
た
新

た
な
領
域
を
提
示
し
た
。
こ
れ
に
、
風
景
や
静
物
の
触
感
だ
け
で
な

い
、
生
命
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
付
与
さ
れ
れ
ば
も
っ
と
大
き
く
詩
が

動
き
出
す
と
想
わ
れ
る
。
過
渡
期
に
さ
し
か
か
っ
て
い
る
こ
れ
を
ど

う
乗
り
越
え
て
一
回
り
大
き
く
な
る
か
発
展
が
楽
し
み
で
あ
る
。　

　

イ
ン
バ
氏
の
「
虹
彩
」
は
、
出
だ
し
が
梶
井
基
次
郎
の
「
桜
の
木

の
下
に
は
屍
体
が
…
…
」
を
す
ぐ
連
想
さ
せ
る
の
で
、
す
で
に
失
敗
。

既
存
の
作
家
・
詩
人
に
寄
り
か
か
る
の
は
厳
禁
。
繰
り
返
し
が
多
い

の
も
作
品
を
弱
く
す
る
。
情
熱
は
強
く
感
じ
る
の
で
、
表
現
を
磨
い

て
結
晶
度
を
高
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
っ
と
詩
の
華
を
咲
か
せ
て
欲

し
い
。
漢
詩
の
精
髄
は
志
と
言
わ
れ
る
。
私
は
現
代
詩
に
も
高
度
に

な
れ
ば
な
る
ほ
ど
そ
れ
が
求
め
ら
れ
る
と
思
う
。

　

今
回
も
詩
の
華
花
の
繚
乱
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
地
の
苦
悩
を

天
上
に
昇
ら
せ
、
夜
空
の
華
と
咲
か
せ
、
星
の
永
劫
の
輝
き
と
し
て

煌
め
か
せ
る
そ
の
営
為
が
、
さ
ら
に
こ
の
世
に
続
く
こ
と
を
心
か
ら

祈
り
た
い
。

選評選評現代詩賞現代詩賞

五十嵐　勉
いがらし　つとむ

1949　山梨県生まれ
　79「流

るた く
謫の島」で群像新人

長編小説賞受賞
　98「緑の手紙」で読売新聞・
NTT プリンテック主催第 1
回インターネット文芸新人賞
最優秀賞受賞
2002「鉄の光」で健友館文学
賞受賞
他 に 中 篇 小 説 集「 ノ ン
チ ャ ン、NONGCHAN ／
聖
ワット プ ノ ム
丘寺院へ」長篇「破壊者た
ち」戯曲「核の信託」など


